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目的： 
統合失調症者が抱くセルフスティグマは、患者の社会的孤立を強め、自尊感情を低下させ、
治療参加への障害となることが報告されている。また、精神疾患であっても疾患毎にステレ
オタイプが異なることや精神疾患に特有な認知傾向がある。また、統合失調症によって引き
起こされる認知機能障害や自我の障害により、自己と他者の状況を的確に認識できない傾
向がある。そのため、統合失調症者がどのようにセルフスティグマを認識しているのかを明
らかにする必要があると考えた。さらに、自己の認識や自己と他者の関係性、家族や集団の
一部としての個人の存在など日本に固有の価値観が示唆されており、日本文化の影響を考
慮しつつ、統合失調症者のセルフスティグマの認識を明らかにする必要があると考えた。本
研究は、本研究は、日本人の統合失調症者がセルフスティグマをどのように認識しているか
明らかにすることを目的とした。 
 
対象と方法： 
 関東地方の 2 施設を利用する成人の統合失調症者を対象とした。Roper と Shapira(2000)
のフォーカスエスノグラフィーに基づいて、研究者は対象者の参加観察とインタビューを
行った。分析は Roper と Shapira(2000)、小田(2010)の方法論に準じて、分析を行った。本
研究は筑波大学医の倫理委員会と対象施設の倫理委員会の承認を得てから実施した。 
 
結果： 
 2 施設で合計 18 名の対象者のうち、研究参加への同意した男性 10 名、女性３名の計 13
名の分析対象者を得た。最少年齢は 32 歳で最高年齢は 64 歳であった。 
 分析の結果３つのテーマ、テーマ I【「普通」ではないことを恐れ、「普通」であろうと
する】、テーマ II【自己を現実的に理解し、障害を認識する】、テーマ III【努力すれば一
人前の人として自立できるかもしれない】が抽出された。 
テーマ I【「普通」ではないことを恐れ、「普通」であろうとする】では、4 つのカテゴ
リー《「統合失調症」の理解》《「統合失調症」の特徴とそれに対する思い》《「普通」か
ら逸脱したステレオタイプを恐れ、もがく》《普通に生きたい》が抽出された。ここでは、
対象者は統合失調症に対するステレオタイプを他者の視点を用い認識していた。特に、幻覚
妄想状態の病状は、常識的な範囲すなわち「普通」から逸脱していると考えていた。同時に
経済的に自立をし、親密な関係を築くなどの青年期・成人期の成長発達課題を遂行したい思
い、「普通」に生きたいとの思い、また「普通」から逸脱しないように、自分の言動に注意
を払って生活していることが語られた。 
テーマ II【自己を現実的に理解し、障害を認識する】では 3 つのカテゴリー《自己の特性
を自覚する》《社会との繋がりの中で自己の限界を知る》《自己の限界を知り、自己に必要
な制度や援助を認識する》が抽出された。ここでは、対象者は自己と他者の関係性から、自
己を再認識していた。統合失調症により変化した認知やストレス耐性の低さを自覚してい
た。さらに自己と他者の関係性の中で、自分にできることの限界を認識し、社会福祉による
援助が必要であると認識していた。 
テーマ III【努力すれば一人前の人として自立できるかもしれない】では 2 つのカテゴリ
《ー現実と目標の間で、自己が「障害者」なのか「健常者」なのか迷う》と《就労が出来ず、
経済的自立が出来ない自分は劣っている》が抽出された。対象者は「健常者」として生きる
のは厳しいと認識している一方で、努力をすれば「健常者」として就労し、経済的に自立で
きるとの思いを抱いていた。しかし経済的に自立できない自分を劣っていると感じていた。 
 
考察： 
 本研究の対象者は統合失調症のステレオタイプを認識し、そのステレタイプに自分があ
てはめられることを恐れ、「普通」の人でいようと行動を変容させ、対象者自身が統合失調
症者を「普通」の人から区別し、「普通じゃない」と偏見を持っていると考えられた。同時
に青年期から成人期における成長発達課題を遂行して「普通」に生きたいとの思いが示唆さ
れた。対象者は自己と他者の相互関係から、自分自身の特徴や限界を認識し、社会福祉の必
要性の理解や「健常者」として生きる難しさを認識しており、自己と他者の相互関係から自
己を再認識していると考えられた。さらに対象者は就労をして経済的に自立することを「普
通」のことと捉えており、それができない自分自身に劣等感を抱いていることが示唆された。 
自己は社会的相互関係の中で発展する反映的な現象であり、この反映的な現象から個の
存在としての自己概念が生じると考えられ、本研究の対象者は自己と他者の関係性から自
己を再認識していることが示唆された。また、対象者は、将来なれるかもしれない、理想的
な「なりたい自分」像に「健常者」を重ね、反対に「統合失調症のステレオタイプ」を「な
りたくない自分」像として捉えていると考えられた。 
結論 
対象者は自己と他者の関係性の中で、自己を再認識し、「なりたい自分」と「現実の自分」
が一致しないことで劣等感を抱き、「なりたくない自分」と「現実の自分」が一致しないよ
う、言動に注意し生活をしていることから、統合失調症者のセルフスティグマの認識は自己
概念に影響していると考えられた。 
 
